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に.している o さらに、これらのこ量体に波長254nm の光を照射してその逆反応である解裂反応についても検討した
結果、スチルベン誘導体の場合はこの逆反応が起こらないのに対し、スチリルピラジン誘導体の場合はこの逆反応が
容易に起こり、 2 種類の異なる波長での光照射によって可逆的反応性を示すことを明らかにしている o




















る o さらに、これらの二量体に波長254nm の光を照射してその逆反応である解裂反応についても検討した結果、
スチルベン誘導体の場合はこの逆反応が起こらないのに対し、スチリルピラジン誘導体の場合はこの逆反応が容易
に起こり、 2 種類の異なる波長での光照射によって可逆的反応性を示すことを明らかにしているo





以上の光と 254nm の光を交互に照射してベシクル内包物の‘流出の促進一抑制を制御することに成功している o
以上のように、本論文は分子集合体における両親媒性アザスチルベン化合物の光化学について述べたものである D
これらの成果は、機能性界面活性剤分野だけでなく、広く超分子化学、さらには光感応性素材科学の分野に対しても
貢献するところが大きい。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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